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■
親
子
ペ
ア（
親
と
幼
児
）の
部 

１
・
５
㎞

２
位
　
鈴
　
木
　
慎
　
斗
・
弥
　
琴 

３
位
　
酒
　
谷
　
健
志
郎
・
恭
之
助

４
位
　
菊
　
谷
　
　
　
翔 

・
統
　
真

５
位
　
百
　
島
　
由
香
里
・
　
　
新

６
位
　
亀
　
田
　
将
　
行
・
梓
　
央 

■
小
学
１
・
２
年
生
　
男
子
の
部

２
位
　
酒
　
谷
　
宗
一
郎

３
位
　
後
　
藤
　
直
　
夢

４
位
　
松
　
井
　
　
　
優

６
位
　
大
　
村
　
雄
　
悟

■
小
学
１
・
２
年
生
　
女
子
の
部

２
位
　
齊
　
藤
　
千
　
夏

３
位
　
中
　
島
　
瑠
　
愛

５
位
　
浪
　
川
　
陽
萌
乃

６
位
　
彦
　
野
　
紗
　
和

■
小
学
３
・
４
年
生
　
男
子
の
部

２
位
　
佐
　
藤
　
翔
　
琉

３
位
　
土
　
田
　
朝
　
飛

４
位
　
小
　
林
　
　
　
尊
　

５
位
　
坂
　
川
　
蓮
　
月

■
小
学
３
・
４
年
生
　
女
子
の
部

１
位
　
山
　
田
　
梨
　
愛

２
位
　
細
　
谷
　
陽
　
莉

５
位
　
橋
谷
田
　
彩
　
楓

■
小
学
５
・
６
年
生
　
男
子
の
部

６
位
　
佐
々
木
　
央
　
介

■
小
学
５
・
６
年
生
　
女
子
の
部

３
位
　
中
　
島
　
望
　
愛

４
位
　
柏
　
谷
　
亜
　
実

５
位
　
藤
　
岡
　
晴
　
乃

６
位
　
藤
　
本
　
美
　
羽

■
女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

３
位
　
田
　
村
　
里
々
香

■
男
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

３
位
　
藤
　
岡
　
拓
　
人

４
位
　
尾
　
洞
　
翔
　
夢

５
位
　
赤
　
沼
　
竜
　
二

エ
ン
ベ
ツ
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

エ
ン
ベ
ツ
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

エ
ン
ベ
ツ
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

エ
ン
ベ
ツ
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
36
回

第
36
回

第
36
回

第
36
回

　
９
月
24
日
、
実
行
委
員
会
（
穀
蔵
　
悦
生
会
長
）
主
催

の
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

１
３
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
競
技
種
目
は
親
子
ペ
ア
な
ど
の
部
な
ど
10
種
目
あ
り
、

選
手
た
ち
は
沿
道
の
声
援
に
応
え
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に

走
り
切
り
ま
し
た
。

　
９
月
24
日
、
実
行
委
員
会
（
穀
蔵
　
悦
生
会
長
）
主
催

の
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

１
３
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
競
技
種
目
は
親
子
ペ
ア
な
ど
の
部
な
ど
10
種
目
あ
り
、

選
手
た
ち
は
沿
道
の
声
援
に
応
え
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に

走
り
切
り
ま
し
た
。

遠
別
町
の
入
賞
者
（
敬
称
略
）
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　９月９日、マナピィ ２１にて、遠別

町芸術鑑賞事業運営委員会主催の「え

んべつＳＵＰＥＲモノマネＳＨＯＷ」

が開催されました。

　この事業は町民及び周辺住民に優れ

た文化公演事業を提供することで、芸

術文化活動への関心を高めるととも

に、地域振興に寄与する事を目的とし

ています。

　イベントには出演者としてテレビで

も活躍されている、「Ｍｒ．シャチホコ」

「みかん」「ななみなな」の３名が登場

しました。

　当日は４００名以上の方々が来場

し、舞台上で繰り広げられる出演者の

軽快なトークや圧巻のモノマネに会場

は笑いと感動に包まれていました。

　９月９日、マナピィ ２１にて、遠別
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軽快なトークや圧巻のモノマネに会場
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え
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Ｕ
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Ｒ
モ
ノ
マ
ネ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
開
催
！

え
ん
べ
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Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
モ
ノ
マ
ネ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
開
催
！

高
齢
者
表
彰
受
彰
者

〇
山
　
田
　
邦
　
造
　
様
（
汐
見
町
）

〇
坂
　
上
　
件
　
一
　
様
（
汐
見
町
）

〇
菊
　
田
　
範
　
子
　
様
（
１
　
区
）

〇
佐
々
木
　
ト
　
ミ
　
様
（
２
　
区
）

〇
合
　
田
　
慶
　
光
　
様
（
３
　
区
）

〇
遠
　
藤
　
國
　
男
　
様
（
５
　
区
）

〇
中
　
村
　
　
　
武
　
様
（
富
士
見
）
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町
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老
会

遠
別
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会

遠
別
町
敬
老
会

遠
別
町
敬
老
会

　
９
月
14
日
、
マ
ナ
ピ
ィ
・
21
に
て
遠
別
町
敬
老
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
対
象
者
５
８
５
名
の
う
ち
１
３
４
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
笹
川
町

長
の
挨
拶
に
続
き
、
小
森
町
議
会
議
長
（
國
部
副
議
長
代
読
）
か
ら
の
お
祝
い

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
に
貢
献
さ
れ
た
７
名

の
う
ち
、
当
日
参
加
し
た
２
名
の
方
が
町
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
余
興
で
は
き
ら
り
の
４
・
５
歳
児
に
よ
る
「
や
っ
ぱ
り
モ
モ
ち
ん
」
な
ど
の
演
舞
を
披
露
し
、
園
児
か
ら
「
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
大
き
な
声
で
伝
え
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
似
顔
絵
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
み
や
ま
氏
に
よ
る
講

演
と
似
顔
絵
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
方
の
似
顔
絵
を
そ
の
場
で
描
き
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
、
参
加
者
を
代
表
し
、
遠
別
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
合
田
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
、
遠
別
町
連
合
町
内

会
清
水
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長
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三
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し
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締
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く
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し
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ラ
ブ
連
合
会
合
田
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
、
遠
別
町
連
合
町
内

会
清
水
会
長
が
万
歳
三
唱
を
し
て
、
敬
老
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
９
月
14
日
、
マ
ナ
ピ
ィ
・
21
に
て
遠
別
町
敬
老
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
対
象
者
５
８
５
名
の
う
ち
１
３
４
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
笹
川
町

長
の
挨
拶
に
続
き
、
小
森
町
議
会
議
長
（
國
部
副
議
長
代
読
）
か
ら
の
お
祝
い

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
に
貢
献
さ
れ
た
７
名

の
う
ち
、
当
日
参
加
し
た
２
名
の
方
が
町
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
余
興
で
は
き
ら
り
の
４
・
５
歳
児
に
よ
る
「
や
っ
ぱ
り
モ
モ
ち
ん
」
な
ど
の
演
舞
を
披
露
し
、
園
児
か
ら
「
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
大
き
な
声
で
伝
え
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
似
顔
絵
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
み
や
ま
氏
に
よ
る
講

演
と
似
顔
絵
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
方
の
似
顔
絵
を
そ
の
場
で
描
き
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
、
参
加
者
を
代
表
し
、
遠
別
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
合
田
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
、
遠
別
町
連
合
町
内

会
清
水
会
長
が
万
歳
三
唱
を
し
て
、
敬
老
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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まちの話題まちの話題

　9月21日、教育委員会主催の児童生徒芸術文化招聘事
業が遠別小学校にて行われました。今回は劇団さっぽろを
招き、ミュージカル「あらしのよるに」を披露しました。生
徒達は舞台上で繰り広げられる迫力のある演技と音楽に魅
了され、大盛り上がりを見せました。なかなか見ることが
できないミュージカルを間近で見ることができ、児童たち
はいい経験が出来ました。

児童生徒芸術文化招聘事業
ミュージカル「あらしのよるに」

　9月16日、特別養護老人ホーム友愛苑にて「友愛苑敬
老会」が行われました。来賓挨拶では「今年も敬老の日を、
迎えることができ、皆様がお元気でとてもうれしく思います。
これからもご長寿とご多幸をお祈りいたします。」とお祝い
の言葉がありました。その後、入居者によるくす玉割りや
松田理事長から記念品等の贈呈が行われ、入居者の方々は
笑顔を浮かべていました。

いつまでもお元気で！
友愛苑敬老会

　9月26日、役場１階会議室において、遠別農業高校の
海外視察研修報告会が行われました。遠別農業高校３年生
が７月26日～30日の日程で台湾へ視察研修へ行きまし
た。生徒は視察先で感じた文化や歴史、食、農業などの違
いについて貴重な体験ができたと報告しました。町長から
は「今回の研修で感じたことをこれからの成長の糧にして頑
張ってください。」とお話がありました。

海外での経験を糧に
遠別農業高校、海外研修報告会

　9月26日、マナピィ・２１で遠別町のしらかば学園大学
が天塩町のはまなす学園大学との交流事業として合同大運
動会が行われました。この日の参加者は27名となり紅白
のチームに分かれて競技を行いました。種目はターゲット
ボッチャやお箸でピンポン玉運びなど計６種目を行い、チー
ムで力を合わせてプレーをしました。優勝は紅組となり、
最後には記念撮影をし、交流を深めました。

つながりを深める
しらかば学園、はまなす学園との合同大運動会
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健全化判断比率と資金不足比率を公表します

　令和４年度決算の数値を基に算定した、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、	 将来負担比
率の４つの健全化判断比率と公営企業の資金不足比率を公表します。
　これは、地方自治体の財政の早期健全化と財政再生、公営企業の経営の健全化を目的に、平成１９年６月
に公布された、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、公表することが義務づけられたことに
よるものです。

　４つの健全化判断比率には、「早期健全化基準」がそれぞれ設けられ、１つでもその基準を超えた場合は、「財
政健全化計画」を定め、自主的かつ計画的に財政の健全化を図らなければなりません。
　さらに、自主的な財政の健全化を図ることが困難とされる「財政再生基準」が将来負担比率を除いた３指
標に設けられ、１つでもその基準を超えた場合は、「財政再生計画」を定め、総務大臣に報告、同意を得て財
政の再生を図らなければなりません。
　また、資金不足比率には、「経営健全化基準」が設けられ、基準を超えた場合は、公営企業会計ごとに「経
営健全化計画」を定め、自主的かつ計画的に経営の健全化を図らなければなりません。

　遠別町の健全化判断比率と資金不足比率は次のとおりで、いずれの指標についても基準を下回りました。

１．健全化判断比率 （単位：％）

指　　　　標 令和４年度決算数値
( 令和３年度決算数値） 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 
（－） 15.0 20.0

連結実質赤字比率 － 
（－） 20.0 30.0

実 質 公 債 費 比 率 9.0 
（8.8） 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 － 
（－） 350.0

※実質赤字比率、連結実質赤字比率及び将来負担比率は算定されないため、「－」表示になっています。

２．資金不足比率 （単位：％）

特別会計の名称 令和４年度決算数値
( 令和３年度決算数値） 経営健全化基準

遠別町簡易水道特別会計 － 
（－） 20.0

遠 別 町 下 水 道 特 別 会 計 － 
（－） 20.0

遠別町立国保病院事業会計 － 
（－） 20.0

※いずれの会計とも資金不足比率は算定されないため、「－」表示になっています。

7



ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
活
用

し
て
野
球
場
を
改
修
し
て
い
ま
す

　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場
の
改
修
工
事

を
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

を
活
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
工
事
は
７
月
11
日
か
ら
進
め
ら
れ
て
お

り
、来
年
の
１
月
16
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

　
工
事
中
は
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
改
修
工
事
の
内
容
】

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
土
の
入
替
、外
野（
フ
ァ
ー

ル
ラ
イ
ン
含
む
）
の
段
差
解
消

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
Ｕ
字
溝
、
集
水
桝
撤
去

新
設
に
よ
る
排
水
整
備

③
ピ
ッ
チ
ャ
ー
プ
レ
ー
ト
、
塁
ベ
ー
ス
の

更
新

④
内
外
野
フ
ェ
ン
ス
の
撤
去
、
新
設

⑤
本
部
席
上
改
修（
観
客
席
フ
ェ
ン
ス
取
付
）

ね
ん
き
ん
の
お
知
ら
せ

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地

方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど

の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様

に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
５
年

１
月
か
ら
令
和
５
年
12
月
ま
で
に
納
め
ら

れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度

分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な

く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）
の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険

料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
10
月
下
旬
か
ら
11

月
上
旬
に
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
送
ら
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
申

告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方

へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
る
予

定
で
す
。

　
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、

老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一

の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で

す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ

チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

稚
内
年
金
事
務
所　

℡　
０
１
６
２-

３
２-

１
９
４
１

役
場
福
祉
課
福
祉
係

℡　
７-

２
１
１
４

北
海
道
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て

　
北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べて
の
労

働
者（
会
社
員
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
の
方
、

学
生
さ
ん
な
ど
働
く
全
て
の
人
）
及
び
そ
の

使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金

が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額
：
時
間
額　
９
６
０
円

効
力
発
生
年
月
日
：
令
和
５
年
10
月
１
日

〇
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤

手
当
、
家
族
手
当
、
臨
時
に
支
払
わ
れ

る
賃
金
及
び
時
間
外
等
割
増
賃
金
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
。

〇
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

い
場
合
は
、
最
低
賃
金
法
違
反
と
し
て

処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
特
定
の
産
業
で
働
く
方
に
は
北
海
道
の
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

厚
生
労
働
省　
北
海
道
労
働
局　
労
働
基

準
監
督
署
（
支
署
）

旭
川
運
転
免
許
試
験
場
か
ら
お
知
ら
せ

　
運
転
免
許
の
更
新
時
講
習
に
つ
い
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
動
画
視
聴
に
よ

り
受
講
で
き
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
」
の

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
い
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
あ

る
こ
と
、講
習
区
分
が
「
優
良
」
又
は
「
一

般
」
の
方
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
北
海
道
警
察

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

旭
川
運
転
免
許
試
験
場

℡　
０
１
６
６-

５
０-

３
１
１
０
（
講
習

係
）
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警
察
署
か
ら

み
ん
な
で
築
こ
う
、
安
全
で
安
心
な
大
地

　
10
月
11
日
は
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
日
」
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
今
一
度
、
防
犯
に
対
す
る

意
識
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域

全
体
で
犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

〇
運
動
期
間
：
10
月
11
日
～
12
日

〇
運
動
重
点

・
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

危
険
な
事
態
を
予
測
、
回
避
す
る
能

力
を
身
に
付
け
る
た
め
、
防
犯
標
語
「
い

か
の
お
す
し
」
を
活
用
し
不
審
者
に
遭

遇
し
た
際
の
対
処
法
を
、
日
頃
か
ら
子

供
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
「
闇
バ
イ
ト
」「
即
金
」

こ
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
犯
罪
実
行
者
の
募
集
で
す
。

あ
な
た
が
し
よ
う
と
し
て
い
る
犯
罪
で

被
害
を
受
け
る
人
が
い
ま
す
。
絶
対
に

応
募
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

自
衛
官
等
採
用
試
験
の
ご
案
内

　
令
和
６
年
３
・
４
月
採
用
の
自
衛
官
等
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

〇
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
採
用
試
験

種　
目

推　
薦

一　
般

応
募
条
件

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17

歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
顕

著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長

が
推
薦
で
き
る
者

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

令
和
５
年
10
月
１
日
（
日
）

～
令
和
６
年
１
月
５
日（
金
）
令
和
５
年
10
月
１
日
（
日
）

　
～
令
和
６
年
１
月
５
日
（
金
）

試
験
日
程

令
和
６
年
１
月
６
日
（
土
）

～
８
日
（
月
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

れ
ま
す
。

≪
１
次
試
験
≫

　
令
和
６
年
１
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

≪
２
次
試
験
≫

　
令
和
６
年
１
月
25
日
（
木
）
～
28
日
（
日
）　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

合
格
発
表
日
令
和
６
年
１
月
18
日
（
木
）

≪
１
次
試
験
合
格
発
表
≫

　
令
和
６
年
１
月
19
日
（
金
）

≪
最
終
合
格
発
表
≫

　
令
和
６
年
２
月
８
日
（
木
）

〇
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
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付
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試
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目
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付
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に
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知
ら
せ
し
ま
す
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試
験
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試
験
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
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●
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部　
稚
内
地
域
事
務
所

℡　
０
１
６
２-

３
３-

１
２
２
７

火を消して　不安を消して　つなぐ未来

消防支所から

運動期間　令和５年10月15日 (日 ) ～３1日 (火 )までの17日間

全国統一防火標語

◎重点目標
（1）住宅防火対策の推進
（2）乾燥時及び強風時火災発生防止

対策の推進
（3）放火火災防止対策の推進

（4）特定防火対象物等における防火
安全対策の徹底

（5）製品火災の発生防止に向けた取
組みの推進

（6）多数の者が集合する催しに対す
る火災予防指導等の徹底

　これからの季節は暖房器具を使用する機会が増え、火災が発
生する危険性が高まります。
　防火意識を高め、火災のない遠別町を目指しましょう！

◎一般家庭・防火対象物立入検査
　１０月１７日（火）から１０月３１日（火）まで
※皆様のご家庭や事業所の立入検査を予定しておりますので、ご協力をお願いします。

秋の全道火災予防運動が始まります！秋の全道火災予防運動が始まります！

１０月１６日（月）午後３時２０分から消防署にて
消火・濃煙体験を実施しますので皆様の参加をお待ちしております
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「みんなの蜜源植物の成長」
　右の写真はイベントで作ったたねだんごの
プランターです。全体の写真で少し見えづら
いですが、コスモスがぐんと大きくなって、
背の高さくらいまでになりました。キバナコ
スモスとピンク色のコスモスの種がありまし
たが、両方ともしっかり咲いています。ヘア
リーベッチは時期を過ぎたので少しづつ枯れ
てきました。開花時期がずれて長い間咲いて
くれると蜂も嬉しいですね。

　秋になってきて、徐々に冬に向けての準備を始める時期になってきました。秋口に採れた蜜を絞ってから、
人工給餌を始めましょう。…という予定でした。今回は全ての作業を一人で、タイミングなどを見極めて予
定を組む事に挑戦したので、思ったようには進みませんでした（＞＿＜）
　どんな具合に越冬準備を進めたのか、事の顛末をご覧ください。

　今まで採蜜作業は、師匠である国井さんと二人で行
ってきました。蜜を絞るタイミングなども、国井さんが「そ
ろそろ採蜜をする。〇日後、に天気が良ければ。」みた
いな感じで、長年の経験から日程を調整してくださって、
採蜜をしてきたのです。私は国井さんの指示に従って、
動く。というやり方で数回の採蜜をこなしてきました。
今回は養蜂を学び始めて１年が経過した事もあり、タイ
ミングの見極めから、採蜜作業、後片付けまでを一人で
やってみる事になりました。
　９月の上旬に「もういいかもしれないな！」と次の晴
れの日に採蜜を決めました。すぐにチャンスは巡ってき
て、晴れの日が続く予報に張り切ります。一人で行うこ
とを考えると、一日では終わらない事は分かっていたの
で、晴れが続くのは大変助かるのです。屋外にテントを
張って作業する事もあり、連日の晴れ予報はありがたい
です。
　採蜜初日。早朝に雨が降っていたので、晴れるのを
待って作業を開始します。記憶を頼りに、刃物、蜂を払
い落すためのブラシ、蜜蓋を切り落とす容器、巣枠か

らはみ出したハニカムを切り落とす容器、途中で働き蜂
が羽化してしまった時に保護する容器等を準備してゆき
ます。蜂を大人しくさせるための燻煙機もバッチリ用意
して、いざ作業開始！
　単箱（１段の巣箱）は少し蜜を残して、継箱（２段
の巣箱）は上の段の巣枠を全部絞るというセオリーに
従って、どんどん蜜を採ります。蜜がたっぷり貯まった
巣枠は結構重たいものです。採蜜は女性にとっては重
労働。どれくらいの日数で完了するのか？なるべく短期
決戦で、と思わずにはいられません。一日目、継箱１３
箱のうち６つ分が完了。二日目、残りの継箱、＋単箱２
つ分完了。三日目、単箱残りの１２箱。と、3日で終わ
らせる事が出来ました！　連日サロンパスを貼って眠り、
次の日に備えた甲斐がありました。秋の蜜を採ってスペ
ースを空けて、そこに冬用の餌の糖液を貯めさせるよう
にもっていく予定でしたが…相手は生き物、こちらの思
惑通りにはいかない事を、この後思い知る事になります。
　続きは来月の後編で！新米養蜂家の悪戦苦闘ぶりを
お楽しみに！

協 力 隊 通 信
第 14 号第 14 号

坪田 幸恵

冬に向けての準備！出鼻をくじかれる！の巻　前編冬に向けての準備！出鼻をくじかれる！の巻　前編

成長したコスモス 蜜蓋がかかった巣枠
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し
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う
）
く
ん

　
父　
　
翔
平
さ
ん
（
文
光
町
）

　
母　
　
　
遥
さ
ん

▽
お
く
や
み

津
田　
　
稔
さ
ん（
66
）（
１　
区
）

齊
藤　
正
美
さ
ん（
63
）（
５　
区
）

浅
利
ア
キ
子
さ
ん（
85
）（
３　
区
）

遠
藤
み
や
の
さ
ん（
90
）（
緑　
町
）

社
会
福
祉
協
議
会
愛
情
銀
行

津
田
ひ
と
み
さ
ん
（
１　
区
）

稔
さ
ん
の
死
去
に
際
し

齊
藤　
洋
子
さ
ん
（
５　
区
）

正
美
さ
ん
の
死
去
に
際
し

浅
利　
勝
明
さ
ん
（
３　
区
）

ア
キ
子
さ
ん
の
死
去
に
際
し

齊
藤　
　
健
さ
ん
（
２　
区
）

本
人
の
快
気
祝
返
し
を
廃
止
し
て

※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

町のカレンダー ２０２３
10月（October） 11月（November）

15 ㈰

16 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

17 ㈫

18 ㈬

19 ㈭

20 ㈮

21 ㈯ 子どもチャレンジ教室③「おなかの健康について学ぼ
う！」　マナピィ・21　10：00 ～

22 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

23 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

24 ㈫

25 ㈬

26 ㈭

27 ㈮

28 ㈯

29 ㈰ 第 55 回町民文化祭　芸能発表部門
マナピィ・21　13：30 ～

30 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

31 ㈫

1 ㈬

2 ㈭

3 ㈮ 【文化の日】
マナピィ・21 図書室休館

4 ㈯ 第 55回町民文化祭　作品展示部門
マナピィ・21　13：00 ～18：00

5 ㈰ 第 55回町民文化祭　作品展示部門
マナピィ・21　９：00 ～14：00

6 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

7 ㈫

ひよこタイム（子育て支援センター　10：00 ～）
自動車運転免許更新時講習（天塩町）

10：00 ～初回
13：00 ～優良
13：45～一般
15：00～違反

8 ㈬ 乳幼児健診（健康管理センター　診察開始10：30～）

9 ㈭

10 ㈮

11 ㈯

12 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

13 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

14 ㈫

15 ㈬
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温泉総選挙２０２３応援お願いします

地域貢献活動に感謝！地域貢献活動に感謝！

地デジが一時視聴できなくなります地デジが一時視聴できなくなります

皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

今月の
納 税

納期

（令和5年9月30日現在）

1971
日目

（令和5年9月30日現在）

人口

世 帯

●男   1,138人（+2）
●女   1,215人（+2）

2,353人
（+4）

1,286（+3）

10/31
町道民税　　　（３期）
国民健康保険税（４期）

投票期間：７月２６日（水）から１０月２６日（木）まで
投票方法（スマートフォン等）
①右の二次元バーコードを読み取る → ②投票（ページ下部）

※１日１回
　投票できます

　旭温泉が温泉総選挙２０２３（リフレッシュ部門）にエントリーしています。
　本年は第１位を目指しておりますので、応援投票をお願いします。

ステッカー寄贈に感謝！ステッカー寄贈に感謝！
　9月8日、堀松建設
工業株式会社様より
モモちんステッカー
の寄贈がありました。
ご厚志に感謝いたし
ます。

　9月8日、株式会社
道北土木様、株式会社
北海道ロードサービ
ス様が地域貢献活動
として遠別町河川公
園環境整備を行い笹
川町長から感謝状の
贈呈が行われました。

　遠別光ネットワーク設備更新に伴い、下記の日程、時間帯に一時的に地デジが視聴できなくなります。
　※テレビ電話、インターネット等への影響はありません。

令和５年１１月７日（火）　深夜０：００～５：００
　町民の皆さまには、大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。


